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● 計画修繕や改善の実施においては、耐久性の向上や予防保全的な維持管理の実施により、修繕周期の延長な

どライフサイクルコストの縮減を図る。

公営住宅等ストックを適切に維持管理するため、定期点検を実施するとともに、点検結果に基づき、壊れて

定期点検や予防保全的な維持管理を適切に実施できるような体制を検討・整備するとともに、適切な実施に

向けた財源の確保を検討する。

　■改善事業の実施による長寿命化及びライフサイクルコストの縮減に関する方針

予防保全的な維持管理を実施し、公営住宅等の長寿命化を図るとともに、外壁・屋根改修など耐久性の向上

から修繕するのではなく、予防保全的な維持管理を実施する。

計画期間は、2020(令和２)～2029(令和11)年度の10年間、構想期間は、2049(令和31)年度までの30年間と

　■計画の位置づけ
第７次伊達市総合計画

本計画は、住宅部門の基本計画である「伊達市住生

伊達市住生活
基本計画

連携 他部門の
関連計画伊達市公共施設等総合管理計画」を上位計画とする 調整 調整

を図る改善を実施し、公営住宅等の長寿命化を図る。

公営住宅等ストックの適切なマネジメント（維持・管理）を行うために、適切な点検、修繕、データ管理等

を行い、公営住宅等の状況や公営住宅等に対する将来的な需要見通しを踏まえた各団地のあり方を考慮した

長寿命化のための事業実施予定一覧を作成することにより長寿命化に資する予防保全的な管理や改善を計画

２．計画の概要

　■計画期間：10年間　構想期間：30年間

況の状態等を整理した管理データを住棟単位で整理し、適切に更新して活用を図る。

伊達市公営住宅等長寿命化計画（案）　概要

１．計画の背景・目的

　■計画の背景

2009(平成21)年度に「公営住宅等長寿命化計画」の策定が位置付けられ、2016(平成28)年度には「公営住宅

等長寿命化計画策定指針」が改定された。

計画内容は、社会情勢の変化や事業の進捗状況に応じ、５年ごとに定期見直しを行うものとする。

本市では、2014(平成26)年度に「伊達市公営住宅等長寿命化計画」を策定しているが、国の指針の改定や第

７次伊達市総合計画（2018(平成30)年度策定）を踏まえ、長期的な視点及び予防的な観点から策定を行う。

　■計画の目的

公営住宅等の整備方針等定める個別の事業計画とな

る。 伊達市公営住宅等長寿命化計画

する。

　■ストックの状況把握（定期点検及び日常点検）・修繕の実施・データ管理に関する方針

公営住宅等ストックの状態を適切に把握するため、対象となる公営住宅等の整備状況、修繕状況や履歴、現

連携

上で、効率的・効果的な団地別・住棟別の事業手法を選定する。

的に推進し、ライフサイクルコストの縮減等を目指す。

2019(令和元)年時点での市営住宅の管理戸数は、伊達地域615戸、大滝区205戸であるが、計画期間が終了

する2029(令和11)年の市営住宅の必要管理戸数は、伊達地域464戸、大滝区117戸となる。

３．長寿命化に関する方針

　■公営住宅等の必要管理戸数の推計

活基本計画」と、市の公共施設等のあり方を示す「 伊達市公共施設
等総合管理計画
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その後の20年間は、人口動向や需要を勘案しながら、引き続き活用が考えられる団地・住棟で、これまで修

まえた用途廃止の実施についても検討を進める。

繕対応となっていたものを中心に屋根・外壁改修等の長寿命化型改善を進める一方で、将来ストック量を踏
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４．事業手法の選定
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